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関東農政局みどり勉強会
2025年3月18日

関東地域における大豆の
有機栽培技術研究の紹介

農研機構 中日本農業研究センター
温暖地野菜研究領域 有機・環境保全型栽培グループ

田澤 純子

※ 農研機構(のうけんきこう）は、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構のコミュニケーションネーム（通称）です。



今回お話しすること
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２）関東地域における大豆の有機栽培技術体系
・有機大豆について
・大豆の有機栽培体系
・大豆の有機栽培のポイント
・今後の課題

１）有機農業について
・有機栽培とは？
・みどりの食料システム戦略



有機農業とは？

有機農業とは、化学的に合成された肥料および農薬を
使用しない、遺伝子組み換え技術を利用しないことを
基本として、農業生産に由来する環境への負荷をでき
る限り低減した農業（「有機農業推進法」抜粋）

耕種的防除法
例）品種、作付体系

生物的防除法
例）対抗植物

天敵製剤
微生物農薬

物理的防除法
例）機械除草

有機栽培≠無農薬栽培
（有機栽培で使用できる農薬もあります。
天敵製剤、微生物農薬など）

※肥料は化学肥料に代えて
有機質肥料を使用 認 定 機 関 名

認定された事業者のみが

「有機JASマーク」を貼
ることができる
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みどりの食料システム戦略（R3~）
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・農林水産
業のCO2ゼ
ロエミッ

ション化

・化学農薬
の使用量を
リスク換算

で50％削
減

・化学肥料
の使用量を

30％低減

など

その他の項目

2020年の有機栽培取組面積は25.2千ha(全耕地面積の0.6%)
農林水産省「みどりの食料
システム戦略（本体）」よ
り抜粋



有機農業の取り組み面積の推移
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有機農業の
面積は増加
傾向にある

農林水産省「有機農業を
めぐる事情」より抜粋



水稲有機栽培の課題と
技術開発の要望

（有機栽培技術の手引き（日本土壌協
会：水稲･麦・大豆編より作図）

大豆有機栽培で重視する技術

（令和3年度 食糧・農業・農村基本政策企画調査（有機
穀物の生産・需要拡大に向けた実態調査）より作図）
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（19農家、複数回答）
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有機栽培での課題

雑草対策技術がカギ！
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今回お話しすること
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２）関東地域における大豆の有機栽培技術体系
・有機大豆について
・大豆の有機栽培体系
・大豆の有機栽培のポイント
・今後の課題

１）有機農業について
・有機栽培とは？
・みどりの食料システム戦略
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「R3年度 農林水産省 認証事業者に係る格付け実績」
より一部抜粋（数字の単位：t）

有機農産物の国内生産と外国産の割合

有機大豆について

有機大豆の需要に対して国内生産量が不足している

国内で格付けされたもの

外国で格付けされ日本に出荷されたもの



有機大豆栽培体系ー慣行栽培との比較

圃場等の準備

耕うん

播種

１回目（早期）中耕培土

圃場管理

収穫

中耕培土

土壌診断

できるだけ速やか
に（同日中〜2日）

施肥

本暗渠の設置
品種選定

10〜14日

播種時期

はできる
範囲で遅く
する

10〜14日

開花期までに２〜３回程度

手取り除草
病害虫管理
周囲の管理

乾燥調製

中生・晩生

小〜中粒が
オススメ

子葉が埋

まる程度
までしっか
りと

7月

8月

11月
10月

1月
〜6月

慣行大豆栽培体系

播種

子実肥大期

収穫

中耕培土

開花期

・大粒品種
・排水対策
・適期播種
・土壌処理除草剤

・雑草対策

・薬剤散布による病害防除
・薬剤散布による虫害防除

・適期収穫
・乾燥・調製

・薬剤散布による病害防除
・薬剤散布による虫害防除

6月
中下旬

7月
中旬〜

7月
下旬〜

10月
中旬〜

耕うん

有機大豆栽培体系

①

②

③

（関東地域での例）
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ポイント①適した品種の選択

0	
すずほ
のか	

74	

200	

100	

収
量
（
g
m
-
2
）
	

300	

早生品種　←	

納豆
小粒	

フクユ
タカ	

タチナ
ガハ	

あやこ
がね	

→　晩生品種	

76	

75	
54	

91	

*数字は慣行栽培に対する割合	

品種の早晩性と有機栽培での収量（2008-2010 茨城県つくば市）

小粒品種

中粒品種

中〜晩生、小〜中粒、多莢の品種を選択

在来品種は晩生であるこ
とも多く、有機栽培に適
している場合が多い
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ポイント②播種時期を遅くする
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播種日と収量（2013-14茨城県つくば市）
数字は慣行栽培に対する有機栽培の収量の割合。

効果2 播種時期を遅くずらす → 慣行栽培の6〜7

割の収量が期待できる



ポイント②播種時期を遅くする
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開花日と吸汁害粒率の関係(2013)．

子実肥大期の莢の様子(2014)．
(有機区，左:6/17，中:7/1，右:7/14)

イチモンジカメムシ ホソヘリカメムシ

吸汁害を3割程度軽減



有機栽培での早期中耕培土による残存雑草量の比較

本葉

初生葉子葉

ポイント③早期中耕培土の実施

慣行栽培では、土壌処理剤の効果が消失する頃（播種3〜４週間後）
に1回目の中耕培土を実施する

有機栽培では「早期中耕培土」（播種後10日〜２週間）

早期中耕培土時期の
大豆生育状態の目安0
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農研機構谷和原試験ほ場（茨城県つくばみらい市）での2013年
のデータ。早期中耕培土区では播種12日後と26日後、通常培土
区では播種19日後と32日後に培土を行った。

早期中耕培土により雑草量を抑制
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ポイント③早期中耕培土の実施
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優占雑草種により効果が異なる

効果が高い雑草種 効果が低い雑草種

・種子が小さく、初期の植物体が大豆よ
り小さい一年生雑草
（例：ホソアオゲイトウ、メヒシバ、シロ
ザ、タデ、スベリヒユなど）

・種子が大きく、初期の植物体が大豆と
同程度以上の一年生雑草
（例：オオオナモミなど）

・残った植物体から再生しやすい一年生
雑草（例：帰化アサガオ類など）

・多年生雑草（例：スギナなど）

ホソア

オゲイト

ウ

メヒシバ

オオオナモミ

大豆圃場での雑草

左：早期中耕培土により防除しやすい 右：早期中耕培土では防除が難しい

中耕培土機（畑用）

ディスク式中耕培土機
（水田転換畑）



参考）大豆有機栽培で問題となる害虫
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C：クロタラリア D：クリムソンクローバ

B：被害圃場

（葉の黄化や生育抑制がみられる）

A：大豆根に形成されたシスト

ダイズシストセンチュウと線虫捕獲植物

A B

C D

ダイズシストセンチュウへの
対策

・輪作する（大豆を２作栽培
したら水田に戻す等）

・抵抗性品種の使用
（ただし抵抗性を打破する
レースが出てくるので多用し
ない）

・対抗植物を栽培する

・大豆の長期連作により
発生リスクが高まる

ダイズシストセンチュウ

ダイズシストセンチュウの発生が
ない圃場を選定しましょう



参考）大豆有機栽培で問題となる害虫
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C：クロタラリア D：クリムソンクローバ

B：被害圃場

（葉の黄化や生育抑制がみられる）

A：大豆根に形成されたシスト

ダイズシストセンチュウと線虫捕獲植物

A B

C D

ダイズシストセンチュウ

田澤ら（2006）作物学会第222回講演会講
演要旨集P.286-287



→今後対応策の
検討が必要？

参考）大豆有機栽培で問題となる害虫

コガネムシ類マメハンミョウ

・化学農薬に弱い(慣行で
は問題にならない)
・集団で移動する(集団
フェロモンが分かればト
ラップできるかも)

ハスモンヨトウ

BT剤で対応可能

ハダニ

有機栽培では発生が少ない？
（天敵が多い？）

ダイズシストセンチュウ

・対抗植物の利用
・抵抗性品種の利用

カメムシ類

・播種時期の移動で対応
→温暖化に対応できるか？

・フェロモントラップは予察
用 16



参考）大豆有機栽培で問題となる病害

17

紫斑病：フクユタカよりタチナガハ
の方がやや弱い

べと病：タチナガハよりフクユタカ
の方が弱い

あまり大きな問題とならなかった→今後は？紫斑病・べと病

病害発生等の危険があるときは抵抗性品種も選択の一つです

里のほほえみ 納豆小粒 ハタユタカ タチナガハ サチユタカ フクユタカ

紫斑病 強 - - 強 強 強

ウイルス病 強 弱 強 中 中 中

シストセンチュウ 弱 弱 強 極弱 弱 弱

その他 - 虫害が少ない - - - -

奨励品種に採用

している県

茨城県
群馬県

栃木県

千葉県

埼玉県

茨城県
茨城県

群馬県
千葉県 千葉県 千葉県

※病害虫に対する特性は、国産大豆の品種特性（平成31年3月）より抜粋

※奨励品種採用については令和3年現在



参考）大豆有機栽培で問題となる病害
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大豆の土壌病害（茎疫病・黒根腐病）

土壌伝染性病害の症状
A：茎疫病 B：黒根腐病の発病に伴う葉の症状

C：黒根腐病による根の状態（ゴボウ根、赤い粒は子のう殻）

A C

B 

土壌病害への対応策

・輪作する

・排水対策を行う

・有機栽培では特に
発生リスクが低い
圃場での栽培を心
がける

・黒根腐病は晩播に
より発生抑制できる
（越智ら 2013）

・大豆の長期連作により
発病リスクが高まる

・土壌水分が高い条件下
で発生しやすい



その他参考技術ー湿害対策
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・ 改良型アップカット（逆転）ロータリーにより耕うんと同時に畝立て～播種までを行なう作業機を開発（市販）しました。

・ 砕土率が高く発芽・苗立ちが安定し、畝立てにより地下水位が低下し土中酸素濃度が高く維持され、湿害を軽減できます。

・ 全国各地の重粘土壌・排水不良土壌地域で一工程播種を可能とし、作業の省力化とダイズの安定多収が可能となりました。

耕う ん同時畝立てによりダイズの湿害が軽減できます！

重粘土・排水
不良土壌地域

ダイズの低収
要因は？

湿害の発生

苗立ち・生育
不良
適期作業不可

アップカット（逆転）ロータリーを活
用し、耕うん爪の配列を改良して
畝立て

重粘土壌（北陸地域）は、
水を含むとネバネバ、乾くとコチコチ
降雨後には作業が困難（作業条件が限定）

耕うん同時畝立て作業機の開発・市販化
（松山株式会社「ニプロ」より販売）

普及活動 麦作や野菜作、飼料作への応用
（マニュアル、出前講座、現地研修会）

水田農業
省力化、安定化

畝立てにより地表面からの地下水位が低く
保たれ、大雨が降っても排水性良好（赤）

※発芽・苗立ちが安定化

土壌中の酸素濃度の低下
が少なく、根の働きが活発

根粒の活性が向上

※湿害が軽減

初期生育が旺盛で安定し、
収量が増加
（他作物でも同様の効果）生育良好

最大2割増収

作業機の開発

適期作業が可能に！

水田輪作体系
効率化

大規模経営に直結

表面に細かい土 → 発芽・苗立ちが安定

進行方向

湿害発生

詳しい情報を知りたい、という方はお気軽にご連絡ください。

（国研）農研機構 中央農業研究センター 地域戦略部研究推進室広報チーム Emaiｌ：koho-carc@ml.affrc.go.jp

https://www.naro.go.jp/laborat

ory/carc/result_digest/files/dliv

e-p09.pdf

●早期中耕培土のためには発芽揃いが大事
⇨水田転換畑ではアップカットで細かい土を上に

●大豆は湿害に弱いので、
水田転換畑では湿害対策が重要

※標準作業手順書(SOP)の閲覧に
は会員登録（無料）が必要です

農研機構 SOP
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https://www.naro.go.jp/project/research_act

ivities/msmrdinnkuiga_full_20200326.pdf

その他参考技術ー病虫害対策

対象となる病害虫 薬剤の名称 商品名    使用時期、使用法等

 斑点細菌病 銅水和剤 コサイド3000
 1000倍希釈で散布

 100～300 L/10a

 紫斑病、葉焼病、

 斑点細菌病
銅水和剤 Zボルドー

 500倍希釈で散布

 100～300 L/10a

 紫斑病、茎疫病 銅粉剤 Zボルドー粉剤DL
 散布

 3 kg/10a

サブリナフロアブル

 発生初期　但し、収穫前日まで

 500～750倍希釈で散布

 100～300 L/10a

ゼンターリ顆粒水和剤

 発生初期　但し、収穫前日まで

 1000倍希釈で散布

 100～300 L/10a

デルフィン顆粒水和剤

 発生初期　但し、収穫前日まで

 1000倍希釈で散布

 100～300 L/10a

 ハスモンヨトウ BT水和剤

●大豆有機栽培で使用できる農薬例

※令和６年１月現在
※使用の際には認証機関に確認を取って下さい

●マメシンクイガ対策に
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その他参考技術ー肥料関係

●有機肥料の肥効の見える化アプリ

https://soil-

inventory.rad.naro.go.jp/main

/fertilizer/organic



有機大豆栽培体系

圃場等の準備

耕うん

播種

１回目（早期）中耕培土

圃場管理

収穫

中耕培土

土壌診断

できるだけ速やか
に（同日中〜2日）

施肥

本暗渠の設置
品種選定

10〜14日

播種時期

はできる
範囲で遅く
する

10〜14日

開花期までに２〜３回程度

手取り除草
病害虫管理
周囲の管理

乾燥調製

中生・晩生

小〜中粒が
オススメ

子葉が埋

まる程度
までしっか
りと

7月

8月

11月
10月

1月
〜6月

有機大豆栽培体系

①

②

③

（関東地域での例）

標準作業手順書（SOP)として
公開中
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農研機構 SOP

※標準作業手順書(SOP)の閲覧に
は会員登録（無料）が必要です



参考）圃場の管理・土づくり
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・連作は避け、輪作を基本に作付体系を
考える。（有機栽培では土壌病害などへ
の対応が限られるため、発生を回避する
ようにする。雑草防除の観点からも）

・堆肥や緑肥などの有機物を加え、地力
を高める。また土壌の空隙を増やすこと
で保水力の向上や透水性の向上などの湿
害回避に効果が期待できる。

・土壌診断を行い、圃場のpHや養分状態
を把握する。圃場に投入予定の資材はリ
ストアップし、有機栽培で使用できるか
どうか確認する。

・家畜分由来の堆肥などではpHは高まる
傾向にあり、pHが高すぎるとミネラルな
どの流出が起こる危険があるので注意する。

水稲

大豆

水稲

大豆

冬作緑肥

（ライ麦）
冬作緑肥（ラ
イ麦・ヘア
リーベッチ）

冬作緑肥

（ライ麦）

冬作緑肥（ラ
イ麦・ヘア
リーベッチ）

農研機構の試験圃場（水田）での作付体系

https://www.naro.

go.jp/publicity_re

port/publication/p

amphlet/tech-

pamph/134374.ht

ml



有機栽培に関する標準作業手順書
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●これらのSOPは「水稲・大豆」の
水田有機輪作体系に活用できます。

農研機構 SOP

※標準作業手順書(SOP)の閲覧に
は会員登録（無料）が必要です



有機栽培技術への取り組み

25

・高能率水田用除草機を活用した有機栽培の
標準作業手順書

・機械除草技術を中心とした水稲有機栽培技術
マニュアル

・ミニトマトの施設有機栽培の標準作業手順書

・関東地域における大豆有機栽培技術体系
標準作業手順書

※標準作業手順書の閲覧には会員登録（無料）が必要です

（中日本農研HPより）



今後の課題

①天然化学物質による害虫等の防除

・フェロモントラップ（カメムシ、マメハンミョウ など）
（予察にとどまらず「〇〇ホイホイ」のようなものが望ましい）

・微生物資材（殺菌、殺虫、除草剤など）の開発

②有機栽培に適した品種の育種

・各種、病害虫抵抗性などを考慮した品種改良など。
・既存品種の再評価
・近年農研機構で育成された超多収品種（「そらみ
ずき」）などの有機栽培適応性の検討

③温暖化に対応した有機栽培技術の開発

・晩播は対応の一つになり得るか
・真夏の乾燥に対して畝間灌水など

大豆「そらシリーズ」
プレスリリース

https://www.naro.go.jp/publicity_report

/press/laboratory/nics/160417.html 26



今後の課題

https://www.naro.go.jp/publicity_report/season/166323.html

超多収新大豆品種

27



まとめ

➢ 有機大豆は需要に対して国内産の供給量は足りていない
ほとんどが輸入されている

➢大豆有機栽培では①品種選択②やや晩播③早期培土がカギ
病虫害・雑草害への対応技術として重要

➢有機栽培では土づくりも重要
輪作・緑肥栽培なども入れた作付体系を

➢新たな病害虫防除技術と有機向き品種の開発等が今後の課題
既存品種の再評価も 温暖化対策も重要課題

28
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ご清聴ありがとうございました

本資料の無断転載はご遠慮ください
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